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平
素
は
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
皆
様
に
は
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
、
令
和
四
年
度
仙
台
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
に
拝
命
い
た
し
ま
し
た

高
橋
由
臣
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

未
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
困
難
な
状

況
に
置
か
れ
る
中
で
、
従
来
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
え
な
い
現
状
を

多
く
伺
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
子
供
た
ち
の
取
り
巻
く
状
況
を
、

少
し
で
も
明
る
い
方
向
に
導
く
ア
イ
デ
ィ
ア
で
工
夫
を
こ
ら
す
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
す
る
事
例
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な
い
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
と
り
い
れ
た
新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
現
状
で
も
歩
み
を
止
め
な
い
姿
勢
か
ら
、
安
心
安
全
に

従
来
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
え
る
状
況
を
作
り
出
す
」
こ
う

し
た
動
き
は
社
会
全
体
で
行
わ
れ
、
意
外
に
対
面
し
な
く
て
も
リ

モ
ー
ト
で
事
が
進
む
活
動
の
便
利
さ
を
知
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
度
六
月
に
行
わ
れ
た
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
主
催
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
研
修
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
見
直
し

を
図
る
と
と
も
に
一
方
で
活
動
の
簡
素
化
や
削
減
を
進
め
た
結
果

役
割
の
引
き
継
ぎ
や
人
気
行
事
の
復
活
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
同
士
が
一
堂
に
集
ま
る
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
前
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
尊
さ
、
大
事
さ
、
活
動
の
意
義
を
再
確
認
す
る
事
例
も

数
多
く
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
変
化
に
伴
い
、「
原
点
に
立
ち
返

る
」。
多
く
の
方
々
が
無
理
な
く
安
心
し
て
関
わ
れ
る
持
続
可
能

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
？
答
え
は
、
学
校
規
模
や
地
域
の
特
性
、
変

化
の
中
で
も
原
点
に
立
ち
返
る
事
で
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
う
し
た
様
々
な
変
化
に
対
応

し
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
見
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
あ
ふ
れ
る
情
報
の
中
で
不
確
か
な
情
報
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
主
体
的
に
考
え
何
が
正
し
い
情
報
な
の
か
と
い
う

事
を
判
断
し
他
者
と
対
話
し
協
働
し
な
が
ら
、
道
を
切
り
開
く
事

が
不
可
欠
で
す
。

子
供
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い

よ
う
、
私
た
ち
大
人
は
正
し
い
知
識
で
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
掴

み
、
日
々
成
長
す
る
子
供
た
ち
が
、
適
時
に
必
要
な
体
験
が
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
や
り
方
が
変
化
し
て
も
、
変
え
て

は
い
け
な
い
の
が
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
大
人
同
士
の

関
わ
り
と
協
力
で
す
。
先
生
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が
長
年
に

わ
た
り
積
み
上
げ
て
き
た
関
係
こ
そ
困
難
な
状
況
で
一
番
大
切
な

部
分
だ
と
考
え
ま
す
。
関
連
団
体
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
仙
台

市
内
一
八
七
校
の
児
童
生
徒
が
素
敵
な
個
性
あ
る
色
に
輝
き
、
明

る
い
未
来
に
進
め
る
よ
う
皆
様
と
共
に
考
え
、
話
し
合
い
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
に
お
声
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
活
動
や
繋
が
り
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
・
ご
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
仙
台
市
の
子
供
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
ご
尽
力
を
下
さ
っ
た
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

原
点
に
立
ち
返
る

原
点
に
立
ち
返
る

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長　

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長　

高　

橋　

由　

臣

高　

橋　

由　

臣
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顧　
　

問

髙
城　

み
さ
（
前
市
Ｐ
協
会
長
）

会　
　

長

高
橋　

由
臣
（
八
軒
中
・
Ｐ
）

副
会
長

岩
渕　
　

努
（
荒
巻
小
・
Ｐ
）

副
会
長

田
村　

克
洋
（
桜
丘
中
・
Ｐ
）

副
会
長

千
葉　

恵
美
（
幸
町
中
・
Ｐ
）

副
会
長

木
村
ひ
ろ
み
（
新
田
小
・
Ｐ
）

副
会
長

山
口　

裕
子
（
沖
野
中
・
Ｐ
）

副
会
長

佐
藤　

真
奈
（
長
町
中
・
Ｐ
）

副
会
長

二
階
堂
善
一
（
泉
ケ
丘
小
・
Ｐ
）

副
会
長

阿
部　

淳
一
（
市
名
坂
小
・
Ｔ
）

副
会
長

國
分　

晋
一
（
桜
丘
中
・
Ｔ
）

監　
　

事

亀
井　
　

賢
（
第
一
中
・
Ｐ
）

監　
　

事

猪
野　
　

力
（
長
命
ケ
丘
中
・
Ｐ
）

監　
　

事

加
藤　

良
樹
（
西
中
田
小
・
Ｔ
）

常
任
理
事

細
井　

崇
久
（
台
原
中
・
Ｐ
）

常
任
理
事

湯
山　

大
輔
（
燕
沢
小
・
Ｐ
）

常
任
理
事

早
坂　

洋
平
（
七
郷
中
・
Ｐ
）

常
任
理
事

山
口　
　

茂
（
八
木
山
中
・
Ｐ
）

常
任
理
事

鈴
木　

浩
志
（
寺
岡
中
・
Ｐ
）

理　
　

事

芳
賀　

早
織
（
附
属
小
・
Ｐ
）

理　
　

事

佐
藤　

雅
智
（
愛
子
小
・
Ｔ
）

理　
　

事

三
浦　

方
也
（
宮
城
野
中
・
Ｐ
）

理　
　

事

玉
水　
　

修
（
西
山
小
・
Ｔ
）

理　
　

事

板
橋　
　

建
（
七
郷
小
・
Ｐ
）

理　
　

事

千
田　

博
史
（
荒
井
小
・
Ｔ
）

理　
　

事

星
野　

公
延
（
鹿
野
小
・
Ｐ
）

理　
　

事

大
倉　

秀
之
（
生
出
中
・
Ｔ
）

理　
　

事

千
葉　

美
紀
（
将
監
東
中
・
Ｐ
）

理　
　

事

武
田　

千
明
（
高
森
東
小
・
Ｔ
）

事
務
局
長

齋
藤　

浩
一

事
務
局
次
長

中
野
由
美
子

よろしくお願いしますよろしくお願いします新役員の顔ぶれ新役員の顔ぶれ

令
和
四
年
度
役
員

○○日本ＰＴＡ・東北ＰＴＡ・指定都市日本ＰＴＡ・東北ＰＴＡ・指定都市
ＰＴＡとの連携ＰＴＡとの連携
○仙台市教育委員会との教育懇談会○仙台市教育委員会との教育懇談会
の開催の開催
○交通安全誘導活動○交通安全誘導活動
○優良ＰＴＡ表彰○優良ＰＴＡ表彰
　篤行善行児童生徒表彰 など　篤行善行児童生徒表彰 など

会議関係会議関係 広報関係広報関係

諸 活 動諸 活 動研修活動研修活動

○代議員総会（5月23日）○代議員総会（5月23日）
○役員会、常任理事会、理事会○役員会、常任理事会、理事会
○区 P連会長事務長会○区 P連会長事務長会
○○ＰＴＡフェスティバル実行委員会ＰＴＡフェスティバル実行委員会 など など

○ＰＴＡ会長研修交流会○ＰＴＡ会長研修交流会
○校長・ＰＴＡ会長教育研修会○校長・ＰＴＡ会長教育研修会
○ＰＴＡフェスティバル○ＰＴＡフェスティバル

※できる限り感染防止策を講じて※できる限り感染防止策を講じて
イベントや会議を対面で開催すイベントや会議を対面で開催す
る予定る予定

○各行事の広報活動○各行事の広報活動
○広報紙「ＰＴＡ仙台」編集・発行○広報紙「ＰＴＡ仙台」編集・発行
○ホームページの運用○ホームページの運用
○○最新情報「かわら版」の発行最新情報「かわら版」の発行 など など

よろしくお願いしますよろしくお願いします

仙台市Ｐ協

令和 年度

活動計画

副会長副会長
木村ひろみ木村ひろみ
（新田小Ｐ）（新田小Ｐ）

監　事監　事
亀井　　賢亀井　　賢
（第一中Ｐ）（第一中Ｐ）

監　事監　事
猪野　　力猪野　　力
（（長命ケ丘中Ｐ長命ケ丘中Ｐ））

監　事監　事
加藤　良樹加藤　良樹
（西中田小Ｐ）（西中田小Ｐ）

副会長副会長
岩渕　　努岩渕　　努
（荒巻小Ｐ（荒巻小Ｐ））

副会長副会長
千葉　恵美千葉　恵美
（幸町中Ｐ）（幸町中Ｐ）

副会長副会長
山口　裕子山口　裕子
（沖野中Ｐ）（沖野中Ｐ）

副会長副会長
佐藤　真奈佐藤　真奈
（長町中Ｐ）（長町中Ｐ）

副会長副会長
田村　克洋田村　克洋
（桜丘中Ｐ）（桜丘中Ｐ）

副会長副会長
二階堂善一二階堂善一
（泉ケ丘小Ｐ）（泉ケ丘小Ｐ）

副会長副会長
阿部　淳一阿部　淳一
（市名坂小Ｔ）（市名坂小Ｔ）

副会長副会長
國分　晋一國分　晋一
（桜丘中Ｔ）（桜丘中Ｔ）

会　長会　長
高橋　由臣高橋　由臣
（八軒中Ｐ）（八軒中Ｐ）
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昨
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
為
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会

は
、
六
月
二
五
日
に
感
染
防
止
対
策
に
努

め
約
三
年
ぶ
り
に
、
八
〇
名
を
越
え
る
参

加
者
と
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
仙
台
で
リ
ア
ル

開
催
に
至
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
市
Ｐ
協
の
活
動
に
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
、
協
力
を
得
る
事
と
は
別
に
三

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

一
つ
目
は

新
任
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
不
安
の
払
拭

を
図
り
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と

二
つ
目
は

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

三
つ
目
は

w
ith

コ
ロ
ナ
・after

コ
ロ
ナ
禍
で

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
共
有
と
課
題
と
反

省
の
共
有

以
上
三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
意
識
し
、

第
一
部
会
長
会
・
第
二
部
研
修
会
の
二
部

構
成
で
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
部
会
長
会
で
は
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会　

高
橋
由
臣
新
会
長
の
挨
拶
か
ら

は
じ
ま
り
、
当
協
議
会
役
員
の
紹
介
等
に

続
い
て
、
令
和
四
年
度
の 

表
彰
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
協
議
会
の
活

動
に
つ
い
て
、
担
当
副
会
長
よ
り
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
全
国
大
会
（
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
研
究
大
会
）
が
近
県
の
山
形
県
で
行
う

た
め
、
全
国
大
会
へ
の
質
問
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
ま
た
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
る

ご
意
見
も
多
く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
部
研
修
会
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
、
台
本
・
打
合
せ
な
し
の

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

企
画
し
、会
長
の
皆
様
の
「
リ
ア
ル
な
声
」

を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
共
有
・

共
感
・
共
鳴
・
共
創
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
し
た
。

代
表
の
五
校
（
上
杉
山
中
・
東
華
中
・

若
林
小
・
長
町
中
・
将
監
小
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
様
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
仙
台
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
・
勢
藤
様
を
迎
え
、
テ
ー
マ

に
『
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』
と
し

て
一
〇
〇
分
に
わ
た
り
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
会
長
様
か

ら
は
「
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と

の
お
言
葉
も
い
た
だ
き
、
盛
況
で
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
私
た
ち
大
人
の
学
び
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
充
実
し

た
大
人
の
学
び
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

副
会
長　

二
階
堂　

善
一

　仙台市ＰＴＡ協議会は、児童生徒の心身ともに健やかな成長と、ＰＴＡ会員が安心してＰＴＡ活動ができることを心から願っています。
日常生活やＰＴＡ活動においての傷害事故・賠償トラブル等は全く予想ができず、思いがけないところで起こります。このような事故に
対してＰＴＡ会員の皆様に、以下の補償を提供しています。なお、保険料はＰＴＡ協議会会費１,０００円に含まれておりますので、
保険料だけの集金はございません。 ＊「傷害補償制度」とは、学校契約団体傷害保険・ＰＴＡ団体傷害保険・ＰＴＡ賠償責任保険の総称です。

☆ＰＴＡ主催（共催）の行事に参加、活動中の傷害による治療・
死亡に対しての補償、活動に伴い発生した管理者としての
賠償責任を負担することで生じる賠償金を補償しています。
•ＰＴＡ主催のスポーツ大会でケガをした
•ＰＴＡ会議・総会中にケガを負った（往復途上含）
•地域の草刈活動中に近所のお宅の一部を破損した
•ＰＴＡ会議で弁当による食中毒
•プール開放時に熱中症 ・・・等

☆学校管理下外で起きた傷害による治療・死亡に
対して保険金の請求ができます。
•家庭内でのケガ
•公園などで遊んでいてのケガ
•スポーツをしていてのケガ
•ＰＴＡ活動に参加してのケガ
•登校、下校中のケガ
•外来の手術 ・・・等

 保険期間：2022年4月1日（土）午後４時～１年間 ※通院は90日限度・入通院合算で180日限度となります。

ＰＴＡ会員ＰＴＡ会員児 童 生 徒児 童 生 徒

❶事故が発生したら、保護者が事故受付センター（東京海上日動
安心110番）へ電話をし、事故報告をしてください。

　■事故受付センター（東京海上日動安心110番）：0120-720-110（24時間365日）
　その後、保険会社よりご連絡差し上げ、お手続きを進めさせて頂きます。
❷インターネット事故連絡
「東京海上日動　事故受付」と検索、東京海上日動
ＨＰよりインターネット事故受付が可能です。

❸ＱＲからの事故連絡（右のＱＲコード®から事故の
連絡もできます。）

＊ご使用のパソコン・スマートフォン等によってはアクセスできない
場合があります。

＊事故連絡後必要な手続き完了後に、保護者の指定する口座に
保険金が支払われます。また、事故に係わる情報につきまして
は所属の学校と情報共有させていただきます。

事故が発生したら（３つのご連絡方法から選択して下さい）（３つのご連絡方法から選択して下さい）

補
償
す
る
主
な
例

補
償
す
る
主
な
例

※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず “契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会 ”とお申し出下さい。※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず “契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会 ”とお申し出下さい。
※ 事故連絡の際には平日の日中ご連絡可能な電話番号をお知らせ願います。※ 事故連絡の際には平日の日中ご連絡可能な電話番号をお知らせ願います。

す。

令 和令 和44年 度年 度 Ｐ ＴＡ 会 長 研 修 交 流 会Ｐ ＴＡ 会 長 研 修 交 流 会  66月月2525日日



大豆油インキを使用しています
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Ｐ Ｔ Ａ 仙 台 令和４年７月19日 （4）182号

今
年
度
最
初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
一
八
二
号

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
編
集
を

通
し
て
、
終
息
が
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
感
染
防

止
の
工
夫
を
し
な
が
ら
各
行
事
を
行
い
、

少
し
で
も
お
互
い
に
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
楽
し

い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
大
切
し
て
い
く
こ
と
で

そ
の
機
会
が
増
え
、
子
供
た
ち
も
の
び
の

び
と
生
活
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子

を
多
く
の
方
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
編

集
し
て
参
り
ま
す
。

新
田
小
学
校
は
、

仙
台
市
東
部
に
あ

り
、
東
西
に
走
る

東
北
本
線
と
仙
石

線
に
挟
ま
れ
た
地

域
で
、
仙
台
市
の

市
街
地
と
田
園
と

の
境
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
に
開
校

五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
児
童
数

九
百
二
十
二
人
の

マ
ン
モ
ス
校
で
す
。
新
田
地
区
は
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
が
盛
ん
で
、
昨
年
は
東
北
大
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
今
年
も
毎
日
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
練
習
の
音
色
が
聞

こ
え
て
く
る
と
、
と
て
も
元
気
が
出
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
な

が
ら
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

変
わ
ら
ず
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
毎
朝
の
交
通

当
番
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。「
お
は
よ
う
」「
い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
声
掛
け
で
、
子
供
た
ち

が
地
域
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、
元
気
に

登
校
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
交
通
当
番

の
地
点
に
は
「
新
田
小
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
」
を

貼
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
、
い
つ
で
も
注

意
し
な
が
ら
歩
い
て
ほ
し
い
と
い
う
地
域
の
思

い
か
ら
実
現
し

た
活
動
で
す
。

全
通
学
路
を
廻

り
、
町
内
会
、

防
犯
協
会
の
ご

協
力
を
い
た
だ

き
、
警
察
か
ら

許
可
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

小
学
校
正
門
脇
に
は
細
長
い
花
壇
が
あ
り
、

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
と
年
二
回
お
花
を
植
え
て

い
ま
す
。
昨
年
六
月
は
コ
キ
ア
を
植
え
ま
し
た
。

ま
ん
丸
く
育
っ
た
コ
キ
ア
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

地
域
の
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
秋
に
は
真
っ
赤
に
色
が
変
わ
り
、
そ

れ
も
ま
た
き
れ
い
で
す
。
十
二
月
に
は
緑
化
委

員
会
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
、
乾
燥
さ
せ
た
コ

キ
ア
で
ほ
う
き

を
作
り
ま
し
た
。

新
田
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
は
、
お
や

じ
の
会
の
活

動
が
あ
り
ま
す
。

お
や
じ
の
会
で

は
、
月
一
回
の

校
庭
開
放
を
行

っ
て
お
り
、
毎

回
百
人
以
上
の

子
供
た
ち
が
遊

び
に
来
ま
す
。
昨
年
は
、
お
や
じ
の
会
主
催
で

「
逃
走
中
〜
校
長
先
生
を
救
出
せ
よ
！
」
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
の
中
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
黒
服
の
お
や
じ
た
ち

か
ら
全
力
で
逃
げ
廻
り
、
皆
で
協
力
し
て
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
挑
み
、
捕
ら
わ
れ
た
校
長
先
生
を
無

事
救
出
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
大

成
功
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

楽
し
い
企
画
を
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
体
育
館
前
の
ホ
ー
ル
に
何
か
飾
り

た
い
ね
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。
早
速
行
動
に

移
し
、
夏
は
七
夕
の
吹
き
流
し
、
冬
は
吹
き
流

し
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
飾
り
と
技
師
さ
ん
が
設
置

し
て
く
れ
た

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
キ

ラ
キ
ラ
さ
せ
、

素
敵
な
空
間

に
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の

「
き
れ
い
！
」

と
喜
ぶ
声
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
何
を
す
べ
き
か
、
大
変
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
考
え
方
や
見
方
を
変
え
る
こ
と
で

新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

機
会
が
失
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
実
際
に
会
っ
て

話
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
た
め
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
学
校
・
地

域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
話
し
合
い

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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関
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Ａ
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わ
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の
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Ｔ
Ａ
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田
小
学
校
父
母
教
師
会


